




























































































































































? 設 置： 平成22年4月1日
? 目 的： 「附属図書館に、神戸大学法人文書管理規程第2
条に規定する法人文書のうち歴史的又は学術的に貴重な文
書及び本学の歴史に係る資料の収集、整理及び保存を行うと
ともに 公開等の利用に供するため 大学文書史料室を置く 」、 、 。
（神戸大学附属図書館規則第9条の２）




? 事 務： 附属図書館情報管理課







































































• 専 門 職： アーキビスト
• 分類方法： 移管元分類が基本
• ナショナルセンター： (独)国立公文書館
• そ の 他： 各文書館が独自に目録項目や検索システム等を開発。横断検索は不可。
公文書管理法の施行に伴い標準化が進むはず（？）
? 国立公文書館の目録、検索システム、利用等規則との整合性
を図る。
? 大学文書を対象とした「保存期間満了時の措置の設定基準」
の必要性。
? 図書館と本部事務局・各学部事務部との連携を図り、全学一
致の協力体制を構築することの必要性。
【今後の課題】
? 文書の移管・受入れの円滑化。
? 図書館が所蔵する本学関係史料（旧制前身校の学校一覧、卒
業アルバム、旧教員の直筆講義ノート、歴代学長肖像、卒業
論文など）の情報の共有化や横断検索の可能性を探る。
24
なお、神戸大学の役員の一部には、文書館＝「いらなくなったものを置く倉庫」だ
という認識が強く、図書館＝「倉庫の番人」に文書館機能を付与すれば事が足り
るという極めて貧弱な発想と無理解が根底にある。このような学内の認識の解
消も大きな課題である。
以上
